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おことわり

テルモの開示資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、
当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基
づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。様々な
要因により、実際の業績等が変動する可能性があることをご承知おきください。
実際の業績に影響を与えうる重要な要素には、テルモの事業領域を取り巻く
経済情勢、為替レートの変動、競争状況等があります。また、この資料に含ま
れている製品（開発中のものを含む）に関する情報は、宣伝広告、医学的
アドバイスを目的としているものではありません。
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GS26財務目標を全て達成

売上成長率 営業利益率 ROIC

20% 10%

売上CAGR（）内は、 GS26発表時の想定為替レートで計算

※FY25実施の新規M&Aを除く

目標：1桁台後半 目標：20％以上 目標：10％以上

12%（7%）
５カ年CAGR FY26 FY26
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今期の主な成長要因

 グローバルCDMO事業（新製品導入含む）
 継続的な価格政策

 血管内事業の好調なファンダメンタルズ
 北米を中心とした価格政策

C&V TMCS

 血漿ビジネスによる売上成長
 Reveos等のコア事業の継続成長

TBCT
 NMP浸透による肝臓移植市場の伸長
 市場シェア獲得

Terumo Organ Technologies

Ultimaster Nagomi WEB PLAJEX

Rika Reveos metra
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ニューロ事業（TN）成長への道筋
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エグゼクティブサマリー
事業概要と沿革
出血性脳卒中および虚血性脳卒中に対する治療ソリューションを提供
MicroVention・Sequent Medical の買収を通じ、包括的かつ業界トップレベルのポートフォリオへと成長

業績トレンド
継続的な二桁の売上成長を達成
袋状塞栓デバイスWEBTM やSOFIATM カテーテルの市場リーダーシップが成長を牽引

主な強み
技術の融合と継続的進化による新たな標準治療の確立
主要製品の強固な臨床エビデンス

成長戦略
コア治療領域における持続的なカテゴリーリーダーシップと隣接領域への拡大
グローバルビジョン「Preserve and Restore Brain Health」の実現
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ニューロ事業 概要

Therapeutics

袋状塞栓デバイス 塞栓コイル 血管内ステント 液体塞栓剤 吸引カテーテル 頸動脈ステント

マイクロカテーテルサポートカテーテルバルーンカテーテル

Therapeutic 
Lesion 

Access (TLA)
バルーンガイドカテーテルガイドワイヤー

虚血性脳卒中
血栓により脳への血流が遮断され、
脳細胞が損傷または壊死する疾患

出血性脳卒中
脳血管に生じた弱くなった部位（動脈瘤
など）が破裂し、出血する疾患

ステントリトリーバー

デリバリーカテーテル
※表示しているのは代表的な製品群で、全製品ではありません

ポートフォリオ
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ニューロ事業の沿革

グローバルビジョン
“Preserving and Restoring 

Brain Health”

1997 2006 2016 2024 2026+

一貫したオーガニックイノベーションと
ポートフォリオ拡充

Sequent Medicalを買収テルモがMircroVentionを買収MircroVention 
設立

Terumo Neuroとして
リブランディング

MicroVention および Sequent Medical の買収を通じ、ニューロ事業は包括的
かつ業界トップレベルの事業へと成長

※すべての製品が全地域・全適応で承認されているわけではありません
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ニューロ事業 売上推移と内訳

売上 (FY25)
$ 710M 

$M

事業成長
継続的な二桁成長を実現

FY25 売上収益
Therapeuticsが全体の約70％を占める
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ニューロ事業 成長戦略
3つの戦略的柱で市場成長を上回る成長を実現

1

3

コアポートフォリオの活用 新製品導入と臨床エビデンスの拡充

隣接市場への展開 慢性硬膜下血腫（cSDH）へのPHILTM 適応拡大

既存コア事業の
着実な成長

新たな適応による
成長加速

EXPAND Production Capacity & IMPROVE Gross Margin
2
オペレーション改善 生産能力の拡大および粗利率の改善
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ニューロ事業の主な強み：技術の融合と継続的な進化

技術の融合と継続的な進化により新たな標準治療を確立し、特定の領域で
No.1ポジションを獲得

2010 Sequent Medical
買収

Gen 1 Gen 7 - Upcoming

コアポートフォリオの活用1

20272013

Gen 2 Gen 6

2023

Sequent Medicalの技術の融合と
継続的な技術進化WEBTM の進化

コイル WEBTM

（ワイドネック分岐部脳動脈瘤向け袋状塞栓デバイス）
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ニューロ事業の主な強み：臨床エビデンスの創出
ニューロインターベンション領域における臨床研究をリード

4,900名以上の患者

20カ国以上

25件以上の研究

8製品

45件以上の論文

臨床研究におけるリーダーシップ

コアポートフォリオの活用1

主要製品において、現在2,000名以上の患者が登録され
市販後試験が進行中

米国 欧州

日本

豪州
ニュージーランド

中国
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袋状塞栓デバイス市場は年10％超で成長見込み

15年以上にわたる改良と進化を重ねてきた、業界初のワイドネック
分岐部脳動脈瘤向け袋状塞栓デバイス

• デリバリーシステム改良

• ワイドネック分岐部破裂
脳動脈瘤への適応拡大

• 新たな適応取得に伴う、北米と
中国における展開拡大

• 15年にわたるリアルワールドレジ
ストリーと市販後試験の蓄積

袋状塞栓デバイス（WEBTM）の成長機会
コアポートフォリオの活用1

製品および適応拡大 地域展開 臨床エビデンス
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虚血性（SOFIATM）の成長機会
吸引カテーテルは虚血性脳卒中の約90％で使用され、近年SuperBore（大径）カテーテルが新たに導入

臨床エビデンス創出とSOFIATMの進化への継続的な投資

機械的
血栓除去術

SOFIA 吸引カテーテル：

信頼性の高いトラッカビリティ
実証されたパフォーマンス

SOFASTを含む30件超の論文

コアポートフォリオの活用1

血栓吸引は標準治療に SOFIA 6Fr：カテゴリーリーダー
SOFIA 88：最新製品 臨床エビデンス創出

使用率90%

90%

10%

吸引ファースト
& 

ステントリトリーバー＋ 吸引

ステントリトリーバー・ファースト
SOFIATM 88*

SOFIATM 6Fr

＊一般血管用途向けディスタルアクセスカテーテルとして承認テルモ調べ
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オペレーション効率：マージン改善＆生産能力強化

粗利改善
高品質を維持しつつ原価改善
生産工程における自動化に向けたTIS（インターベンショナル
システムズ）とのコラボレーション
将来のスケーラビリティ確保に向けた長期的な製造戦略実行

生産能力強化
TLA領域：マイクロカテーテル
治療領域：血管内および袋状塞栓デバイス

コスタリカ拠点の優位性
国の優遇政策（税制、フリーゾーン）
米系メドテック企業の集積地
滅菌関連企業を含む約90社のエコシステム
優秀な人材基盤

コスタリカ
人口 約5百万人

オペレーション改善2
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隣接市場での更なる成長機会
新たな疾患領域（慢性硬膜下血腫など）への治療拡大や新興企業のプレゼンス拡大と共に、ニューロ
バスキュラー市場は年率約6％で成長

これらの領域へ選択的に製品展開を推進

隣接市場3

適応拡大
慢性硬膜下血腫

頭蓋骨 硬膜下血種
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ニューロ事業の将来像

Production ramp-up

袋状塞栓デバイス
（改良進化） フローダイバーター 吸引カテーテル ラディアルアクセス

液体塞栓剤
（適応拡大）

新製品パイプライン (2026-2031)

コア治療領域でクラス最高水準かつスケーラビリティを備えたソリューションを開発

隣接市場への展開

Preserving 
and 

Restoring 
Brain Health  

New! New! New!

臨床エビデンス創出

全社の成長を更に牽引

オペレーション効率改善
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次の成長ステージ



©TERUMO CORPORATION 19 

GS31へ向けて

Global Top-tierへ

FY26 GS31

FY26以降も、更なる高みを目指していく
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